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を丹念に紹介している．教科書というよりは研究の入  

門書として優れた待望の書で，多数の例や図表が効果  

的に使われており，視覚に訴える工夫が至る所に見ら  

れ，大変読みやすくできている．   

内容は3部構成で，仝19章である．PARTIでは，  

認知心理学，コンピュータ・グラフィックス，ビジュ  

アル・デザインなどの分野から最適化に関連する基礎  

的材料を取り上げて解説している．PARTIIではモデ  

ル化ライフサイクルの各段階を支援するのにビジュア  

ル化がどの様に効果的に利用されてきたか，あるいは，  

されるべきかが論じられる．PARTIIIでは，情報の  

様々な表現形式が最適化を支援するのにどの様に使わ  

れ，そのために最適化がどの様に使われているかが議  

論されている．   

本書を一読することで，変化の激しいこの分野の最  

近までの研究状況を展望することができる．ガント  

ナャートからHotJava，人間の感覚からバーチャルリ  

アリティーまで内容は多様であるが，単なる羅列やお  

話ではなく，特に，各章未のSummaryでは現状に対  

する著者の認識が簡潔に整理されている．良く整備さ  

れた参考文献リストにはWWWのホーム・ページの  

URL（アドレス）が随所に付されているので，これを  

探検してみるのも面白いであろう．   

著者のChristopher V．Jones氏はこの分野のり－  

ダーの一人で，本書の中でも紹介されているが，グラ  

フ文法を応用するビジュアルなモデル化支援システム  

や，巡回セールスマン問題の解のアニメーションを利  

用した感度分析などを提案している．そうした著者の  

好みは本書にも反映されていて，例えば，本書のペー  

ジの右側の余白には線形計画や巡回セールスマン問題  

の解法のアニメーションが埋め込まれている．  

Jones教授は最近はネットワーク上でアニメーショ  

ンを含むマルチメディアによるORの表現や教育に興  

味を持っておられるそうで，その一端はWWWの  

http：／／weber．u．washington．edu／～CVj／で覗き  

見ることができる．  
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100MIPSもの処≡哩能力のあるPCが巷にあふれる  

昨今，ORソフトウエアも単に最適化できると言うだ  

けでなく，人に優しいことが必須となっている．イン  

ターネットを活用してすばやい情報の取得ができなけ  

れば，最新の研究状況を追跡することすら困難である．   

こうした状況に思いを巡らせると，情報技術とOR  

の境界領域ないしは共通領域の研究が次第に重要性を  

増してきたのも，極めて自然なことと言える．日本OR  

学会でも，全国大会におけるソフトウエアショーの開  

催，ソフトウエア部門における表彰，関連の研究部会  

の開設など，対応を重ねてきた．   

この共通領域にはモデル管理（modelmanage－  

ment）が大きな研究領域として存在し，新しい研究分  

野としてその地位を確立しつつある．モデル管理では，  

ORの過程をモデル化のライフサイクル（modeling  

life cycle）と捕らえ，そこにおける様々な情報処理の  

自動化や支援が研究されている．   

ORは，情報処理をその重要な適用分野の一つとし  

てきた．また，情報処理の基礎を成すアルゴリズムの  

知識が解法開発には不可欠である．こうしたことから，  

これまでも情報処理はORにとって親近性の高い隣接  

領域であったが，情報技術の適用分野としてのORの  

研究はその接近法すらまだ十分に確立されたとは言い  

がたい面がある．   

この分野は今ORのホットな研究課題であり，イン  

ターネット上でも様々な試みが公開されている．そう  

したことに興味のある読者にとっては，“http：／／mat．  

gsia．cmu．edu／がWWW探索の手頃な出発点と思  

われる．しかしながら，この分野の研究に飛び込むの  

はなかなかの度胸が必要である．数学という伝統的な  

研究ツールと情報技術という新しい研究ツールの二足  

のワラジをはくことが必要になるのだから．しかし，  

新しいということは未開の地が多くあるということで  

ある．それだけ，チャンスに恵まれていると言えるの  

ではあるまいか．   

本書は，最適化のモデル管理の立場から最新の情報  

技術の動向を整理し，かつ，モデル管理の研究の状況  
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